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1. はじめに 

リンゴの産地として有名な青森県はブドウの生産も盛んであり，水田から転換されたブドウ園が多

い。このような園地は周辺水田の水管理による影響を受けやすく，排水不良を抱える場合が多い。

調査園地は 10 年ほど前に水田からブドウ園に転換された。この園地では，周辺水田の深水管理

期（7 月末〜8 月）に地下水位の上昇が見られ，排水不良の兆候を示す年がある。2018〜2020 年

の 3 年間では，園地や隣接水田の管理状況が同一であるにも関わらず 2019 年のみ排水不良の

兆候が見られた。本研究では，フィールドモニタリング結果をもとにした排水不良要因の検討結果と

解析的な検証結果をもとにした排水対策について報告する。 

2. 対象と方法 

青森県弘前市のブドウ園を対象とした。この園地は旧田面を

圃場面としており，隣接の用排兼用水路より標高が低い。暗渠

は施工されていない。土壌は灰色低地土で，土性が CL，土粒

子密度ρs=2.48〜2.65g cm-3である。飽和透水係数は k=10-3〜

10-7cm sec-1でバラツキが大きい。本報告では Fig.1 に示す区画

（約 26a）を対象とし，圃場の中央に土壌センサー(METER 5TE)

を ， 排 水 不 良 の 兆 候 が あ っ た 箇 所 に 地 下 水 位 セ ン サ ー

(HYDROS-21)を設置した。調査はブドウ栽培の繁忙期である 4 月〜10 月とした。 

3. 結果と考察 

1) モニタリングデータからの検証 

調査園地では，  2018，2020 年は排水不良の兆候は見られなかった。しかし，同様の管理条件

にもかかわらず 2019 年は深水管理期に園地内（Fig.1 白線枠）に湧水を生じた。Fig.2 に 2018 年

から 2020 年における 4 月〜10 月の地下水位および土壌水分量（20cm 深）を示す。 
①地下水位： 周辺水田の作付けが始まる 5 月中旬より上昇し降水に伴い変動する。調査園地と

接する上流側水田では，毎年畦塗り機械による畦畔整備を実施しており，境界部の年ごとの条件

差はない。しかし，2019 年の地下水位（Fig.2 太線）は 6 月の中干し期に 2018，2020 年には見ら

れない上昇傾向（図中〇印）を示している。深水管理が行われる 7 月後半から 8 月は，各年とも地

下水位は高い状態で保持される（Fig.2 中，黒矢印の期間）。しかし，2018，2020 年の上昇程度と

比較し，2019 年は高い状態が長期間継続している特徴がある。2018〜2020 年の対象期間の降水

量は 1,347mm，780mm，1,111mm と 2019 年がもっとも少なかったことから，これらの要因は降水で

はなく周辺水田からの浸入水および広域的な地下水変動の影響と思われる。 

②土壌水分量： 2019 年の 5 月から 7 月前半にかけて他の 2 年間に比べ約 2 割水分量が少ない

状態にある。7 月後半以降，土壌水分量は大きく増加し，8 月には飽和に近い状態が長期間継続

している。極端な乾燥に伴う亀裂の発達で水みちが形成された可能性が考えられる。 
2）数値解析からの検証 

調査園地のモニタリング結果をもとに，地下水の平面的な流動状況を把握するため，F.E.M.によ 

Fig.1 調査園地(Google Map) 
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